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●
病
院
長
挨
拶

載
器
宅
滅
澄
り
盆
挺

患
者
さ
ん
の
安
全
を
守
り
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

環
境
を
作
る

か
う
た
め
新
し
い
医
療
技
術

の
開
発
は
不
可
欠
で
す
。
こ

れ
は
大
学
病
院
に
科
せ
ら
れ

た
大
き
な
社
会
的
使
命
で
す
。

安
全
で
有
効
な
診
断
法
　
治

療
法
を
い
ち
早
く
督
態
に
還

一死
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

多
く
の
医
師
、

研
究
者
が
昼

夜
を
間
わ
ず
研
究
を
続
け
て

い
ま
す
。

三
つ
め
は
地
域
の
中
核
病

院
と
し
て
の
役
割
で
す
。

県

内
外
の
診
療
所
、

病
院
と
密

接
な
連
携
を
と
り
、

信
頼
さ

れ
る
中
核
的
医
療
機
関
と
し

て
常
に
最
長
の
高
度
医
療
の

提
供
を
考
え
て
い
ま
す
。

お

か
げ
さ
ま
で
、

昨
年
は

「信

頼
で
き
る
紹
介
先
病
院
」
と

し
て
全
国
第
二
位
の
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

熊
澤
前
病
院
長
の
後
を
受

け
ま
し
て
　
平
成
１７
年
４
月

か
ら
山
梨
大
学
医
学
部
附
属

病
院
の
病
院
長
に
な
り
ま
し

た

星

和
彦

と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
る
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

当
院
は
県
内
唯

一
の
特
定

機
能
病
院
と
し
て
、

大
学
医

学
部
の
附
属
病
院
と
し
て
、

地
域
の
音
穏
に
最
善
の
医
療

を
提
供
す
る
た
め
に
努
力
し

て
参
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

今
後
も
続
け
て
い
く
決
意
で

あ
り
ま
す
。

大
学
附
属
病
院

に
は
大
き
な
３
つ
の
使
命
が

科
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
良
質
な
医
療
人
の

育
成
　
養
成
で
す
。

大
学
病

院
は
教
育
　
研
修
の
た
め
の

医
療
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

明
日
の
山
梨
県
い

や
日
本
の
将
来
を
担
う
優
れ

た
医
療
人
を
育
て
る
と
い
う

役
日
で
す
。

多
く
の
医
学
生
、

看
護
学
生
そ
し
て
研
修
生
が

忙
し
く
臨
床
の
現
場
で
活
躍

し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
互

ご
理
解
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

二
つ
め
は
高
度
医
療
技
術

の
開
発
で
す
。

医
療
は
ま
さ

に
日
進
月
歩
、あ
ら
ゆ
る
疾
患
、

む
ず
か
し
い
病
気
に
立
ち
向

星
　
和
彦

ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院

と
し
て
、

管
様
に
愛
さ
れ
る

病
院
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
克

こ
の
よ
う
な
大
学
病
院
と

し
て
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め
、

私
ど
も
職
員
全
員
が
常
日
頃

最
も
重
要
視
し
て
い
る
の
が
、

「医
療
の
安
全
」
で
す
。

「患

者
さ
ん
の
安
全
を
守
り
、

安

心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

環
境
を
作
る
」
と
い
う
信
念

で
す
。「

一
人
ひ
と
り
が
満
足
で

き
る
病
院
」
、

こ
れ
は
私
ど

も
が
掲
げ
て
い
る
病
院
の
理

念
で
す
。

患
者
さ
ん
に
心
か

ら
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
雰
嘱

さ
ら
に
私
ど
も
ス
タ
ッ
フ
も

提
供
で
き
た
医
療
に
心
か
ら

満
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
病

院
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

病
院
機
能
評
価
認
定
書
取
得

本
院
は
、

平
成
１２
年
１
月

に
、
日
本
医
療
機
能
評
価
機

構
が
行
う
医
療
機
能
評
価
の

審
査
を
受
け
、

認
定
を
受
け

ま
し
た
が
、
５
年
間
の
認
定

期
間
が
経
過
し
た
の
で
、

今

日
受
審
し
、

改
め
て
認
定
証

の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

（病

院
機
能
評
価
と
は
、

医
療
機

関
が
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ピ

ス
を
提
供
し
て
い
る
か
、

第

二
者
機
関
と
し
て
評
価
す
る

も
の
で
す
）

●

●

●

●

●

本
院
で
は
、

患
若
さ
ん
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る

た
め
、

番
号
に
よ
る
呼
び
出

し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
の
診
療
科
　
中
央
診
療

部
門
で
診
療
　
検
査
等
を
受

け
ら
れ
る
悪
者
さ
ん
は
、

「青

い
フ
ァ
イ
ル

（非
来
会
計
用

伝
票
入
れ
）
」
に
入
っ
て
い

る
２
枚
の

「番
号
札
」
の
う

ち
１
枚
を
お
持
ち
に
な
り
、

「膏
い
フ
ァ
イ
ル
」
を
受
診

さ
れ
る
診
療
科
等
の
窓
□
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

診
療
又

は
検
査
の
時
に
、

お
持
ち
の

「番
号
札
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
番
号
に
よ
り
お
呼
び
し

ま
す
。

内
科
、

小
児
科
、

皮
膚
科
、

外
科
、

整
形
外
科
、

脳
神
経

外
科
、

麻
酔
科
、

産
科
婦
人
科
、

泌
尿
器
科
、

眼
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
、

放
射

線
科
、

歯
科
日
腔
外
科
、

光
学
医
療

診
療
部

（内
視
銃
検
査
室
）

な
お
、

身
体
等
の
事
情
に

よ
り
番
号
に
よ
る
呼
び
出
し

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、

受
付
時
に
、

再
来
受

付
機
横
の
合
に
僑
え
て
あ
る

「総
色
の
札
」
を

「青
い
フ
ア

イ
ル
」
に
お
入
れ
に
な
る
が
、

②
番
再
来
受
付

（午
前
「
時

ま
で
）
又
は
④
番
計
算
受
付

（午
前
１１
時
以
降
）
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

診

療
科
等
待
合
で
問
題
が
あ
る

場
合
は
、

受
診
科
窓
□
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

番
号
に
よ
る
患
者
さ
ん
の

呼
び
出
し
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本
院
会
計
窓
口
で
は
、

診
療

費
の
支
払
方
法
の
多
様
化
を

図
る
た
め
、

ク
レ
ジ
ツ
ト
カ
ー

ド
及
び
デ
ビ
ツ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
カ
ー
ド
決
済
を
導
入
し

ま
し
た
。
ク
レ
ジ
ツ
ト
カ
ー

ド
決
済
は
、

国
際
ブ
ラ
ン
ド

の
≦
∽
＞
、

三
Ｄ
４
ｑ
Ｏ
費
ｄ
、

こ
Ｏ
Ｄ
及
び
＞
三
ｍ
ｘ
の
４
種
類

の
カ
ー
ド
が
ご
利
用
で
き
ま

す
。
デ
ビ
ツ
ト
カ
ー
ド
決
済

は
、

谷
酌
躍
笛
内の
キ
ャ
ツ
シ
ユ

カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
制
度

で
、

牛
Ｏ
①
σ
手
（日
本
デ
ど
ツ

ト
カ
ー
ド
推
進
協
議
会
）
に

加
入
し
て
い
る
都
市
銀
行
、

地
方
銀
行
及
び
信
用
金
庫
等
、

多
く
の
金
融
機
関
の
キ
ャ
ツ

シ
ュ
カ
ー
ド
が
ご
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、

職
員
を
介
さ

ず
支
払
い
が
で
き
る
カ
ー
ド

専
用
自
動
精
算
機
を
時
間
外

出
入
□
（崎
闇
外
受
付

（事

務
当
直
窒
）
）付
近
に
設
置

し
ま
し
た
。

平
日
の
ほ
か
、

土
　
日
　
視

日
も
１３
時
か
ら
１９
時
ま
で
ご

剛
蜘
歌
一
鉄

製

孫

捕
い

鍬
ャ頗
」花

詠
転

r適
な産絵環境・効率あ農悪裡療・良い
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Aこ の制度は 身近な診療所などの「かかりつけ '

医Jと、大きな病院との役割を分担することを目
的とした医療制度に基づき設けられています。こ
の料金は、200床 以上の病院に、他の保険医療機
関などがら診療情報提供書(紹介状)なしで受診
された場合に負担していただくことになっておtl

ます。本院では 紹介状をお持ちの患書さんは、
通常の初診料の他に紹介加算として 現在
250点 (2,500円)を保険算定していますので、
この紹介lll算の料金として 2)500円に消費税を
ブラスした2625円 を負担していただいています。
紹介状は患者さんの継続的な医療と適切な治療
のために大切なものです。紹介状のない患きさ
んは 前の医療機関で実施された検査を重複し
て受けることで診断が遅れたり 医療費がかさむ
ことにもなります。

200床 以上の病院での受診が必要となった場
合は、紹介状をもつて受診することが 患着さん
のためにもなることですので 全身の管理をして
もらう「かかりつけ医Jをお持ちになることをお

勧めします。

患者せんとて7)lr― 卜に
ご仰防 くだ古い。

退院の望月以降 病院から憲着さん宛アンケ
ート用紙を郵送させていただいております。この
アンケート調査結果は 本院が今後より良い医療
サービスを提供するための資料として、活用させ
ていただきます。人院中又は外来受診時にお気
づきになった点などについてお答えいただき、同
封の返信用封筒にて ご返送壊います。ご協力を

よろしくお願いします。

病院ボランティアの
募集について

本院では 病院ボランティアを募集しています。
心身共に健康で、思いやりと優ししわ心をお持ちの

方ならどなたでもご応募できます。
主な活動内容は 病院正面玄関ホールにおけ

る患者さん等への補助(例!診療申込等費付手続
きの補助、受診科等病院内の実内 自動再来受付
機 現金自動精算機の操作案内等)や 主に小児
の大院患者さんの話し相手 遊び相手などです。

また ポルトガル語やタイ語など外国語の通訳
ができる方にも 是非ポランティアとしてご登録
をお願いしたいと思います。

ボランティアを希望される方 また興味をお持
ちの方は、医学部総務課総務 研究協カグループ
(電話0552?銃 ?24)までお問い合わせくださぃ。

r醤鏑鋼む
爵襲じていサ士」

★平成18年度卒業予定者

★経験者も歓迎(パ
ート採用

夜勤専任 手術部経験者等

臨時採用条件についても

相談させていただきます。)
★病院見学日を予定しています。

平成17年7月31日午前中
8月 8日午後

★採用試験日,平成17年9月3日 4B

★採用前に惰 護技術Jにおいて研修制度を設

けております。

日 外 来 案 内

ほH口日

じ騨

初   診 再

大 水 木 査 月 火 水 木 全

内

科

第一
内需 O O O O O O ○ ○

第二内ヽ O O 〇 ○ ○ O ○ O ○

第二内科 O O O ○ 〇 O O O 〇

神経内科 O 〇 〇 ○ ○ O O 〇

血液内科 O O O ●

小  児  科 〇 〇 〇 ○ O ○ ○ ○

精神科神経科 ● ● ● ● ● O O O O O

皮  膚  科 ○ ○ ○ O ○ 〇 ○ ○

外

科

第一外科 ○ ● ● O ○ ○ O

第二外科 ○ O ○ ○ ●

鼓 形 外 将 ○ O O O ● O ●

麟神 経 外科 O 〇 ○ ○

麻  酔  科 O ○ O ○ O ○ O O

産科 燿 人科 ○ ○ ○ O ● 〇 ● O

遊 尿 揺 科 O O 〇 O O O O O

限    科 O O ○ ○ 〇 〇 ● ●

亀■
氏
= O O O O O

放 射 線 科 〇 ○ O ○

歯科日麟 科 O O O ● O

◆鰺接受付時間 (予約のない方)

, 再 勝については 全 勝密科予的麟練を実施しております。
2 主 瑠日 日 電日 祝 幕日及び年来年始 (12/29～1/3)は ,全村体Dで す。
3 内 科及び外科については 以 下のとおけです。

第一内科 府 島疾患 日  麟 疾患 胆  陣 疾忠 他
第二内科 循 銀揺疾患 呼 吸器疾愚 高 血圧疾患 他
第二内科 聴 尿市 内 分泌代囲疾患 骨 代噂演8 高 臨血症 高 mE疾 患

T疾 患 層 原自疾自 他
神経内科 バ ーキンソン田 筋 噴縄桂田栞田 極  脳 安 田 龍災 麟 血管疾

自 末 精神経障害 他
血済内科 自 血癌 リ ンフNIB ☆ 血 多 発生骨田肛 紫 章帝 他
第一外科 一 般外科 消 化器外科 乳 験 内 分海外科 他
第二外再 心 段血管外科 呼 吸器外科 小 児外科 他

4 内 科 外 料以外の醸歯科については 直 接当隊科にお周い合わせください。
5 鷹 酔科の火 本 「E日は 演 方外来です。
6 揮 人科 碑 常の火 本 電自の再酸は 予 約制により麟憲しています。

(予的のない方は、月 末  食 曜日冴麟奪日です。)
7 歯 科白鹿外科の火曜日の再麟は 予 釣制により静接しています。

(予的のない方は 月  末  木  金 曜日が勝韓Rで す。)

面
会
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
病
棟
岳

階
の
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
申
し

出
て
、

看
護
師
等
の
指
示
に
し
た
が
っ

て
面
会
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 譜

ど
う
ぞ
お
気
軽
に

こ
相
談
く
だ
さ
い
。

医
療
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

療
養
上
生
じ
る
問
題
に
つ
い
て
こ
相
談
を

ち
ょ
っ
と

書
　
日
本
で

は
大
名
や
武

士
の
知
行
高

（領
地
の
広

さ
や
粕
料
）

を
お
米
の
収

程
コ

（石
高
）

で
一不
し
て
い

ま
し
た
。

そ
ん
な
訳
で
　
米
は
流
通

や
経
済
の
中
心
で
あ
り
　
資
常
的
な

役
割
も
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ

に
加
え
て
お
米

（進
穀
）
が
日
本
人

の
主
食
で
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

とっ一　れヵω球犯助ぱ勤的拍約僻韓騨

小】・中巾『却一巾印中小沖韓報的寺

』印如め湘報串加中わ沖中車時中帥

嫌
寵
襲
選
籍

掘
嬰
ゲ
雛
中

活
の
湧
れ
が
取
り
沙
求
さ
れ
て
い
ま

中使領球距孫触雑櫛ф榔抑”肘
い
ま
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
　

一

般
的
に
は
食
生
活
の
洋
風
化

（カ
タ

カ
ナ
メ
ニ
ュ
ー
頻
度
が
多
く
　
ま
た

〓
食
を
あ
ま
り
食
べ
な
い
こ
と
》
と

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド

（外
食
化
）
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
　
も
う
ひ
と

つ
の

理
由
と
し
て

　

「
学
校
精
食
」
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
昭
和
２
年
に
ア
メ
リ

カ
か
ら
無
個
贈
与
さ
れ
た
小
雲
粉

（パ

ン
）
と
崩
層
粉
乳
を
使
っ
て
お
よ
っ

た
学
校
給
食
。
主
食
が
バ
ン
と
な
る

と
　
副
菜
（お
か
ご

は

お
の
す
こ
肉
類

た
ま
ご
　
乳
製
品

を
使

っ
た
洋
風
料

理
が
多
く
な
る
の

は
当
然
の
こ
と
。

う
な
み
に
学
校
給

食

で
お
米
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な

っ

た
の
は
平
成
９
年
に
導
入
さ
れ
た

「週

２
回
の
米
飯
給
食
」
で
す
。

こ
れ
が

実
施
さ
れ
る
前
の
約
５０
年
間
も
学
校

給
食
で
食
の
洋
風
化
の
沈
札
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
　
日
本
で
韓

流
ブ
ー
ム
に
弟
く
お
際
韓
国
で
は
学

校
給
食
で

「
キ
ム
チ
」
が
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
聞
く
と
　
な
ん
で
も
か

ん
で
も
ア
メ
リ
カ
追
従
主
義
の
日
本

と
比
べ
　
伝
統
を
大
事
に
す
る
国
民

性

（儒
数
の
教
え
）
の
違
い
を
改
め

て
感
じ
ま
す
。

食
の
偏
り
や
運
動
不

今
の
日
本
で
　
も
う

一
度
我
々

の
先
人
が
遣
し
て
く
れ
た

「世

界
で

一
番
健
康
的
な
食
事

（和

食
こ

を
見
直
し
て
み
た
い
も

の
で
す
。

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

たとえFi…
入悦、手術が必要といわれたが
医療費につぃての心配がある。  医 療費が高線になるのでは?
子供の田判を見てくれる人がいなし、  介 議の必要な老人が残されてしまう。

慣性の病気だと診断されたが
今後の生活が不安である。
同じ病気をもつ患者や家族会のことを知りたい。
特定疾患 離 病医療費等公食負狙制度につぃて知りたい。
子供 障 害をもつ人の社会制度について知りたい。

退脱を勧められたが

家でどう生活していいのか分からない。 介 惑保険制度について知りたぃ。
草椅子や療養ベットの利用につぃて知りたい。
訪問看護やホームヘルバーなどの利用について知りたい。

他にもこんなこと
自分の病気や今後の治療について不安がある。
転院するために他の医療機関の情報を知けたい。
病気の子供の身体の発達が気になる。
産に相談していいのか分からず因っている。

個人の秘密は堅くお守りいたします。 (場所 外 来ホール②番憲口)

減

っ
て
し
ま

っ
た

の

で
し
ょ
う
。
昭
和
切

年

の

年

同

消

費

曇

↓
お

ω
峰
／
１
人
を
頂

鞭
中車中概”の中

栄
養
管
理

阿 8 8
佐 長
美

痛

紹介題者E時 予約について

医療機関からのta介状を持◆する息書線で 力つ 医憲技隠から直接連絡をい
ただいた尊合には 予約をとることがでどますのでご利用ください。

予約理付時間口 ～会 ,:00～ Ⅲ7:Ⅲ5)

予約理付ttt e55-273-9815

予詢望付FAX Oss-273-9A42

― 世 病 棟 月～全
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小児科病棟
( 3 階百)

3531笛 5号 宣 ～ 日 15100-19:00

域舜
西5号営 月～金

上 日 祝 体
一

々

産 科 病 棟
( 3 階 東 )

新 生  児
月～金

15:00～16,00
17100～19:66

i 日 祝 休
14:00～16100

妊 産 婦
月～金

上 日 4 j E ・体
一

や

i  C  U
一
一

一

〇０
∞

∞

次のとおりです


